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第
１
回
伊
佐
市
議
会
で
隈
元
市
長
が
平
成
23
年
度
施
政
方
針
を
発
表

　　「
市
民
協
働
の
体
制
づ
く
り
」
を
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
市
内
16
校
区
の
相
乗
効
果
を
期

待
し
、
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
よ

う
、
支
援
を
継
続
し
ま
す
。
自
治
会
に

つ
い
て
は
、
未
加
入
世
帯
対
策
、
自
治

会
の
合
併
や
加
入
促
進
を
図
り
再
生
を

進
め
ま
す
。

　
行
財
政
に
つ
い
て
は
、「
伊
佐
市
行

財
政
改
革
大
綱
」
を
実
現
す
る
た
め
の

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
改
革
を

推
進
し
、
ま
た
、
積
極
的
な
基
金
積
立

を
行
い
、
将
来
へ
の
備
え
を
し
ま
す
。

　
伊
佐
の
情
報
発
信
と
し
て
、
九
州
新

幹
線
開
業
に
伴
う
宣
伝
活
動
な
ど
を
行

い
、
情
報
戦
略
を
創
造
し
ま
す
。

　「
雇
用
対
策
の
推
進
」
を
重
点
施
策

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。「
企
業
立
地
等

促
進
条
例
」
を
活
か
し
企
業
等
の
規
模

拡
大
や
企
業
誘
致
を
進
め
、
業
種
転
換

や
起
業
、
異
業
種
連
携
等
を
促
進
し
ま

す
。
農
林
業
や
商
工
業
な
ど
の
振
興
と

も
併
せ
て
、
各
施
策
を
横
断
的
に
連
携

し
な
が
ら
進
め
ま
す
。
ま
た
、
市
単
独

の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
も
行
う
こ
と
で

雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
業
・
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
今

後
想
定
さ
れ
る
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
生
産
性
の
高
い

産
業
づ
く
り
を
目
標
に
各
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

　
特
に
伊
佐
米
の
推
進
は
、
販
路
拡
大

に
向
け
て
、
市
が
率
先
し
て
売
り
手
と

買
い
手
を
結
び
付
け
、
独
自
の
ル
ー
ト

を
開
拓
し
、
焼
酎
麹
用
米
の
生
産
は
、

栽
培
面
積
を
増
や
し
、
安
定
供
給
を
図

り
ま
す
。
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
畑
作
物
の

振
興
も
充
実
さ
せ
ま
す
。
口
蹄
疫
等
家

畜
伝
染
病
の
予
防
対
策
と
し
て
、
初
動

防
疫
体
制
を
常
備
し
、
埋
却
地
を
独
自

に
確
保
し
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
間
伐
等
の
実
施
、

路
網
整
備
な
ど
、
一
体
的
な
取
組
を

行
っ
て
雇
用
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
、
計

画
的
な
有
害
鳥
獣
の
駆
除
等
を
行
い
、

鳥
獣
処
理
施
設
を
活
用
し
て
、
シ
カ
肉

等
の
消
費
拡
大
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

　
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
浄
化
槽

設
置
に
関
す
る
支
援
や
空
き
店
舗
活
用

の
起
業
者
に
対
す
る
支
援
を
行
い
商
店

街
の
賑
わ
い
の
再
生
と
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
観
光
資
源
の
整

備
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
観
光
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。
新
幹
線
全
線
開
業
に
伴
う

新
水
俣
駅
か
ら
の
レ
ン
タ
カ
ー
補
助
制

度
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
曽
木
の
滝
小
水
力
発
電
所
の

建
設
や
、
大
橋
な
ど
の
完
成
に
伴
い
、

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　「
道
路
・
公
共
交
通
体
系
の
整
備
」

を
重
点
施
策
に
揚
げ
ま
し
た
。

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業

の
確
保
に
よ
る
雇
用
対
策
と
も
合
わ
せ

整
備
を
進
め
ま
す
。
23
年
度
は
橋
梁

の
「
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
を
策
定
し
、

今
後
の
計
画
的
な
改
修
に
向
け
て
検
討

を
行
い
ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
交
通
体
系
の
実
証
運
行
に
向
け
て
市

民
の
皆
さ
ま
へ
説
明
を
行
い
、
実
証
運

行
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
公
営
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
改
修
等

を
実
施
し
ま
す
。

　
廃
棄
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、
現

処
分
場
の
延
命
化
や
新
た
な
最
終
処
分

場
の
確
保
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
い

ま
す
。ま
た
、大
口
地
区
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
収
集
回
数
を
週
１
回
に

増
や
し
、
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

単
独
浄
化
槽
の
撤
去
費
用
補
助
を
設
け
、

さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
内
水

被
害
の
軽
減
の
た
め
非
常
時
に
は
市
内

８
箇
所
に
排
水
ポ
ン
プ
を
配
備
し
、
安

「
市
民
だ
れ
も
が

活
躍
で
き
る
自
治
づ
く
り
」

「
伊
佐
の
特
性
を
活
か
す

地
域
産
業
づ
く
り
」

「
自
然
と
調
和
し
た

快
適
な
生
活
空
間
づ
く
り
」

　
本
年
度
は
、
振
興
計
画
の
具
体
的
方
針
に
沿
っ
た
取
り
組
み
の
「
始

動
の
年
」
と
位
置
づ
け
、「
市
民
と
の
連
携
（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
施
政
の
根
幹
に
置
き
、
市
政
運
営
に
努
め
ま

す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
再
生
と
創
造
」
を
掲
げ
、
固
定
化
さ
れ
た

モ
ノ
や
事
業
、
組
織
が
、
息
を
吹
き
込
む
こ
と
に
よ
り
活
性
化
さ
れ
、

本
来
の
す
が
た
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
と
同
時
に
新
し
い
も
の
を
創

り
出
す
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
抜
粋
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。
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全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　「
地
域
福
祉
の
体
制
づ
く
り
」
を
重

点
施
策
に
揚
げ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
23
年
度
に
お
い
て
「
地
域
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
主
体
に
、「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

を
一
体
的
に
策
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
等
、
福
祉
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
を
整

備
し
、
地
域
密
着
型
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

引
き
続
き
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
や

介
護
保
険
関
係
者
の
研
修
な
ど
に
よ
り

マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
事
業
を
持
続
的
・
安
定

的
に
運
営
す
る
よ
う
「
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
及
び
「
第
６
次
高
齢
者

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
心
と
体

の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
促
進
を
念
頭
に
、
ケ

ア
体
制
や
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
特
定

健
診
の
助
成
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、

受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
接
種
な
ど
を
引
き
続
き
行
い
、
新

た
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
全
額
公
費
負
担
で
実
施
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
教
育
分
野
が
連
携
す
る

こ
と
で
一
貫
し
た
子
育
て
支
援
体
制
を

構
築
し
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

子
ど
も
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
「
笑
（
す

ま
い
る
）」
を
中
核
に
し
た
、
質
の
高

い
相
談
支
援
を
実
施
し
、
発
達
の
支
援

や
子
育
て
家
庭
の
悩
み
の
解
消
に
努
め
、

同
時
に
、
新
た
な
子
育
て
支
援
の
創
造

を
す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
「
育
児
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
病
児
病
後
児
保
育
事
業
、

延
長
保
育
事
業
、
休
日
保
育
事
業
、
学

童
ク
ラ
ブ
な
ど
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て
は
、｢

障

が
い
者
基
本
計
画｣

な
ど
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生

徒
が
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
、
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
い
山
坂
達
者
な
青
少

年
に
育
つ
よ
う
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
特
別

支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
支
援
員
の
増

を
図
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
は
、
平

成
23
年
度
で
全
て
完
了
し
ま
す
が
、
老

朽
化
が
著
し
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
改

築
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
年
次

計
画
を
策
定
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼

動
に
よ
り
、
市
内
全
小
中
学
校
と
本
城

幼
稚
園
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」
に
給
食
を
提

供
し
ま
す
。
地
産
地
消
を
進
め
、
お
い

し
い
給
食
の
提
供
、
食
育
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

　
中
学
校
の
再
編
成
に
つ
い
て
は
、
市

全
体
と
し
て
の
中
学
校
再
編
成
計
画
を

策
定
し
、「
中
学
校
再
編
成
協
議
会
」

を
設
置
し
て
保
護
者
、
関
係
団
体
と
協

議
を
行
い
な
が
ら
、
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
高
校
の
存
続
を
図
る
た

め
、「
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
」
事
業

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、「
県
立
高
校

存
続
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
市
民
グ

ル
ー
プ
等
と
の
連
携
を
図
り
、
市
民
の

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、

山
坂
達
者
な
人
材
を
育
て
る
た
め
に
、

家
庭
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
気

軽
で
身
近
な
音
楽
会
や
演
劇
団
体
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

伊
佐
市
が
平
成
23
年
１
月
１
日
付
け

「
平
和
市
長
会
議
」
に
加
盟
し
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
演
劇
「
長
崎
の
鐘
」
を

公
演
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
市

「
地
域
と
学
び

未
来
に
生
か
す
人
づ
く
り
」

「
と
も
に
支
え
あ
う

明
る
く
元
気
な
人
づ
く
り
」

結
び
に

民
が
健
康
と
体
力
づ
く
り
に
楽
し
み
な

が
ら
継
続
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
体

育
協
会
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
等
と
協
働
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
は
、
ナ
イ
タ
ー
陸
上
記
録
会
等

を
開
催
し
、
競
技
者
の
育
成
・
強
化
を

推
進
し
ま
す
。

　
経
済
が
低
迷
し
雇
用
が
不
安
定
に
な

る
中
で
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
も
っ
と
も

表
れ
る
の
が
地
方
で
あ
り
過
疎
自
治
体

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
実
を
し
っ
か
り
見
据

え
な
が
ら
、
市
民
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
再
生
に
気
づ
け
ば
必
ず
創
造
へ
と
つ

な
が
る
は
ず
で
す
。
現
在
評
価
さ
れ
て

い
る
事
業
や
施
策
は
次
な
る
高
み
へ
夢

が
膨
ら
み
ま
す
。
ま
さ
に
理
想
的
な
創

造
の
姿
で
す
。
市
民
や
多
く
の
伊
佐
市

に
関
心
の
あ
る
方
々
の
情
報
を
積
極
的

に
収
集
し
、
創
造
的
な
取
り
組
み
を
職

員
が
中
心
と
な
り
組
み
立
て
て
い
き
ま

す
。
行
政
の
役
割
と
市
民
の
参
画
を
、

｢

再
生
と
創
造｣

を
基
本
的
な
共
有
す

る
意
識
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

平成 23 年度  施政方針




